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平塚四丁目町会 

会 
 

平 塚 四 丁 目 町 会 は 中 原 街 道 を 挟 ん で 、 荏 原 四 丁 目 と 西 中 延

一 丁 目 の 併 合 地 域 に な っ て い る 歴 史 あ る 町 会 で す 。  

町 内 に は 、 平 塚 の 碑 と し て 祀 ら れ て い る 由 緒 あ る 石 碑 が あ

り ま す 。 伝 説 で は 新 羅 三 郎 義 光 の 塚 跡 で 、 毎 年 ５ 月 に は 慰 霊

祭 が 催 さ れ て い ま す 。  

町 会 で は 地 域 内 の 住 民 が 安 全 安 心 で 住 み よ い 町 づ く り に 取

り 組 ん で い ま す 。 そ こ で 町 会 で は 、 住 民 の 皆 さ ん に 近 隣 の

方 々 と の 友 好 の 輪 が 広 が る よ う 日 々 周 知 活 動 を 行 い 、 住 民 の

生 活 環 境 の 向 上 を 目 指 し 様 々 な 活 動 を 行 っ て い ま す 。  

町 会 地 域 内 に は 現 在 、 １ ， ３ ０ ０ 世 帯 の 住 民 の 皆 さ ん が 住

ま わ れ て い ま す が 、 一 人 で も 多 く の 皆 さ ん が 町 会 員 加 入 を し

て い た だ け る よ う 活 動 を 進 め て い ま す 。  

①  防 犯 パ ト ロ ー ル 、 防 災 訓 練 な ど の 災 害 防 止 活 動 と 交 通 安  

全 運 動 。 ② 地 域 交 流 活 動 と し て 、 地 域 ま つ り や 盆 踊 り 、 地 域

親 睦 会 、 運 動 会 、 敬 老 会 。 ③ 社 会 福 祉 活 動 と し て 、 赤 い 羽 根

や 歳 末 助 け 合 い 、 日 赤 な ど の 募 金 協 力 。 ④ 広 報 案 内 活 動 と し

て 、 品 川 区 か ら の 情 報 提 供 や チ ラ シ 配 布 、 ポ ス タ ー 掲 示 。 更

に 、 町 会 を 回 覧 す る 定 期 的 な お 知 ら せ な ど を 行 っ て い ま す 。  

中延一丁目町会 
 

中 延 一 丁 目 町 会 内 に は 、 荏 原 文 化 セ ン タ ー 、 中 延 小 学 校 、 荏

原 税 務 署 、 三 徳 会 成 幸 ホ ー ム な ど の 公 的 機 関 や 施 設 が 存 在 し て

お り 、 老 若 男 女 が 程 よ く 交 流 で き る 町 会 で 、 懐 が 深 く 、 和 や か

で 心 温 ま る 住 み よ い 街 で す 。  

「 ど ん な 町 会 に し た い の か 」 を 原 点 に 、 活 動 目 標 を ① 安 全 ・

安 心 ・ 清 潔 で 和 や か に 暮 ら せ る 町 会  ② 災 害 等 で 困 っ た 時 お 互

い に 助 け 合 う 町 会  ③ 高 齢 者 に 優 し い 町 会  ④ 次 代 を 担 う 子 ど

も 達 の 健 全 育 成 を 推 進 す る 町 会  と し て 、 活 動 を 展 開 し て お り

ま す 。  

毎 月 の 見 回 り や 歳 末 夜 警 の 実 施 、 登 下 校 時 の 見 守 り や 交 通 安

全 の 順 守 、 町 内 の 清 潔 を 保 つ た め の 清 掃 活 動 、 各 班 に 出 向 い て

の 出 前 訓 練 、 出 初 式 な ど の 防 災 対 策 、 高 齢 者 に 優 し い 町 会 で あ

る “ 見 守 り ・ 声 掛 け ” も 日 常 的 に 実 行 し て お り 、 子 ど も 太 鼓 会

も 地 域 と の 交 流 を 盛 ん に お こ な っ て お り 、 町 会 全 体 が 当 た り 前

の こ と を 当 た り 前 に で き 、 お 互 い が 笑 顔 で 支 え 合 っ て 暮 ら せ る

街 を 目 指 し て お り ま す 。  

防 災 訓 練 活 動  

 

高 齢 者 見 守 り活 動  

 

合 同 班 会 議  

 


